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 周辺の野山は芽吹いて新緑へ 刻々と変化する新生の息吹 

ポストコロナの新時代 新しい風が吹き始めました  新時代への思いを募らせて 

 

新型コロナも何とか収まって 国の対策規制もはずされ、 街にも活気と笑顔がもどってホッと一息。 

うれしい５月 吹き来る風も心地よし 青空に手を力いっぱい広げて  日々新らた 

一日一日を元気に重ねる毎日です。 

 

言葉は、ポストコロナの厳しい新時代の幕開けですが、物価高・生活再建・ウクライナの悲惨な状況等が 

わが身にも迫る厳しい時代 また、G7の経済大国とはもうはるか程遠い状況を知り、ビックリの戸惑い。 

さらに地球温暖化がもたらす気候変動の影響は地球暴走目前 国際社会は待ったなしの脱炭素・CO2 Zero 

エミッション達成へ一斉に舵を切る。 

新しい風が吹き始めた今 対応は人それぞれ でも ぬるま湯日本からの脱出を・・・ 

玉石混合 何が正しいのか見えぬ現代社会の今 健康で暮らせることを感謝しつつ、行動半径はせばまりましたが、

まだまだ足は動くし、好奇心もある。さぁ マスクを外して うまい空気を胸一杯 

仲間の元気を応援歌に 時代に流されぬよう自らを励ます5月の始まりです。 

                                                      2023.5.5.   from Kobe  Mutsu  Nakanishi  



 
≪ポストコロナの新時代 新しい風が吹き始めました新時代への思いを募らせて≫ 

新緑 風薫る５月 周辺の野山は芽吹いて刻々と変化する新生の息吹  

    

 

薫風５月の風に乗せて 新しい風が吹きはじめました 

新型コロナも何とか収まって 国の対策規制もはずされ、 街にも活気と笑顔がもどってホッと一息。 

うれしい５月 吹き来る風も心地よし 青空に思い切り広げて  日々新らた 

待ちに待ったうれしい再会の春に期待一杯。同窓会・同期会 仲間との出会いの誘いがいくつも来る。 

今でなければとの思い、「行く 参加するぞ」とうれしい返信を送る。 

この久しぶりの出会いの中で、先に逝った仲間とも一緒に楽しもうと 

薫風５月の風に乗せて ポストコロナの出発に。  

  ２０２３.5.7. From Kobe   Mutsu Nakanishi    



 

 

 



■ ４月NHK BS1 スペシャル 脱炭素へのロードマップ ビジネス界1.5°C目標への挑戦を視聴 

低炭素社会構築・2050年CO2Zeroの約束取組現状   日本の取組遅れと危機感のなさにビックリ 

世界が急速に取り組み実績を重ねつつある中で、日本が世界とこんなに取り残されつつあるのかと。 

世界は地球人を問われる厳しい時代に疲弊・老化が進む日本では課題山積。 

そんな中で、一人取り残されつつも、心地よいぬるま湯につかる日本、そんな構図。 

「危機感のなさは こんなに世界とかけはなれているのかと」 時折感じる違和感がこれか……とも。 

 

世界では 化石燃料火力・原発から 再エネ・

大型風力洋上発電に主力発電が切り替わり始

めている。 

原発1基に相当する大型洋上発電の操業が欧

米のみならず、日本ではほとんど話題にもな

らない風力による大型洋上発電が、アジアで

も始まろうとしている。 

でも 日本では陸上風力も難題が多く推進が

はかどらない。 

石炭火力も原発も今後の主力電源として譲れ

ない日本。  

 

風力発電特に洋上風力がヨーロッパでこんな

に伸びているとはつゆ知らず。 

ドイツは2040年再生エネルギーが80%に

できると成果を示している。 

鉄鋼においても 実製造ラインで作られた脱炭素スティールがボルボなど実用車に使われるところまで来ていると。 

ビックリです。 

でも世界は再エネ・風力発電に時期の主力エネルギーの道をすでに切り開いている。 

日本だけが何か取り残され感。 このエネルギー分野だけなのだろうか・・・気になるところです 

 



収録1. 「低炭素社会構築・2050年CO2 Zeroの約束」取 組 現 状 

こんなに世界と日本はかけ離れているのか・・・・とびっくり 

2050年CO2 Zeroの約束  地球の温度上昇1.5℃以下が達成できなければ 地球暴走 もう戻れない 

 

◎ G7先進国の中で、日本のみが火力発電からの脱却時期を明示していない 

◎ 日本の原子力発電完全停止・再生エネルギー開発の遅れ   世界では再エネが主力発電に 

    原発1基に相当する大型洋上発電の実用化取組とスピードの遅れ 世界で大型洋上発電が操業が始まろうとしている                                                    

◎ 石炭・天然ガス等化石燃料の炭酸ガス排出量軽減取組に重点では 2050年CO2Zeroの約束に間に合わない 

  

日本の脱炭素社会構築の取組や CO2 削減取組の報道並びに「和鉄の道」掲載収集資料を作成中もその具体的アプロ-

チがいまひとつ見えず、いつも何か違和感を感じています。 

政府が出す資料も  今はやりのロードマップと称してのお題目の羅列。具体的な取組評価に基づく、アクションプラン

が全くなく、なにか掛け声倒れ・良いとこ取り・企業宣伝臭さの感がぬぐえない。 

やたらに英語・新語が飛び交い、会議に参加することのみが目的・役割?との透明説明と称する発表。 

資料を収集していて、一番気になるのが、「最終目標への到達度と次のアクションプランがお題目のみで、当事者以外

にはふたをする」日本流。コンセンサスのなき日本の透明取組。 

悪く言えば 垣間見える中身は 全くチェックと自己評価のない官僚・研究機関の描く筋書きと経済・産業界への丸投

げは対応。当事者・推進役を自認する政治家や経済界が内容と具体的な進行度合いを確認しているとは思えず。 

マスコミ・特にTV報道等は自律性を失いつつあるように見える。若者離れも致し方なし。 

これが、何事にも日本の風潮 額面通り進行できるとは見えない。 これでよいのか…  

問題提起がなされ、世界で具体的な共同取組がはじまって、もう随分になるとおもいますが、 

最近、特に思い描く日本の姿と世界の進捗が大きくかけ離れていることに驚くことが多くなってきました。 

「日本が取り残されている・・・・・・」と。 

  この番組で、昨年の COP27 の国際会議の参加者たちは日本と世界との取組・スピード等々の距離感が大きく離れて

いるのに驚いたという。そんな脱炭素社会構築・温暖化による地球暴走に歯止めのターゲット「2050年CO2 排出ゼ

ロへの世界的取組」について、日本の現状を分かりやすく解説した NHK BS1 スペシャル「脱炭素へのロードマップ 

ビジネス界1.5°C目標への挑戦」を 視聴して 感じた事を世界の取組進行状況取りまとめました。 

あいまいだった日本の現状 そしてそれを打破する視点が数多く解説されていました。 

ずっと和鉄の道・Iron Road に「鉄鋼」を主に脱炭素社会構築に関する資料収集を続けてきましたが、それらを眺める

視点整理にもなりましたので、皆様の現状把握の助けになればと視聴した内容を抜粋スライド資料にまとめました。 

既に番組視聴されていれば、お許しください。 

独りよがり、知識不足の点等色々ありますが、日本の現状を考える一つの材料になればと私の視聴記をご紹介。 



   和鉄の道2023年5月掲載 NHK BS1 スペシャル 

        「脱炭素へのロードマップ ビジネス界1.5°C目標への挑戦」を視聴して 

          日本の現状と世界」視点ほかの内容を転記スライド整理 2023.4.25.   

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonweb.pdf 

 

  

   

脱炭素社会構築・温暖化による地球暴走に歯止めのターゲット「2050年CO2 排出ゼロへの世界的取組」。 

日本ではまだまだ感のある大型浮体型洋上発電が原発・化石燃料発電のエネルギー源として、すでに実用化が始まり、 

原発や化石燃料・石炭火力に頼らぬ 原発一基 = 1GW級大型洋上発電所の建設・操業が欧米・アジアでも。 

日本ではまだ開発段階で大きく出遅れている大型風車による洋上発電。 

日本と欧州を中心とした世界との差に大きなショックを受けました。 

新しい時代のビジネスモデルと新しいビジネス創出にも 既存・経験にこだわらず、フレッシュな取組を急がないと。 

かって高度成長の時代 先輩たちが若者たちに「やってみなはれ」とフォローしてくれて、 

新しい時代が開いたように、若者たちに活躍の場を与える度量が欲しいと・・… 

 

収録2 4月２５日 神戸新聞 正平調の記事に コロナ禍３年をしみじみ思い浮かべ重ねて 
■ 収録参考資料   脱石炭火力・エネルギー転換 2050年CO2排出ゼロに向けての現況  インターネットより 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonAttached.pdf 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonweb.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonAttached.pdf


   収録2.   

  

４月２５日神戸新聞朝刊のコラム「正平調」が １８年前 私の故郷 長年勤めた職場のすぐ近くで起きた 

痛ましい事故JR尼崎福知山線事故を取り上げていました。 

JR尼崎福知山線事故は一つの価値にこだわりすぎたこの時代への教訓かと 

風化させてならぬこととは何だろうか・・・・・・ 

事故の教訓 そしてその時代を共に生きてきた人の思いを忘れず、次の時代を生きる人たちに受け渡す事が 

風化から守ることだと私は思う。それが人間・人類の知恵 絶滅の危機を乗り越え人類が命を繋いできた道と。 

風化は時と共に進むが、その時代を共に生きてきた思いは脈々とつなげたいと。 

  
 正平調氏は言う。 誰かにうれしい出来事や悲しい話をしたいとき、 

(ふと仲間の顔が浮かんできて.)やっぱり友はいないのだとしみじみ思う 

それぞれの「あなた」に会う人たちがいる。信じる記憶を抱きしめ、 

いとおしむひとたちが。 

３年にわたるコロナ禍の過酷な状況の中で、共に生きた仲間  

幾人かが先に逝ってしまった。 

そんな仲間も さぞ残念だったろうなぁ。 

そんな仲間たちを思い出し、健康で今いることに感謝しつつ、 

前向いて元気にと。 

コロナ禍が収束の道をたどり、国の対策規制も外され、自由に出会えるようになった今 待ちに待った再会の時。 

４月後半になって同窓会・同期会 仲間との出会いの誘いがいくつも来る。 

仲間みんながみんな今でなければとの思いを感じて、「行く 参加するぞ」とうれしい返信を送る。 

 この久しぶりの出会いの中で、先に逝った仲間とも一緒に楽しもう 

うれしい５月 薫風と共に新しい出会いの時がやってきた。              2023.4.25. From Kobe 



収録3  神戸新聞 文化面 2023.4.25. 鷲田清一氏のエッセー「汀にて」より 

      「 雑談の効用 新たな発想のきっかけに 」  

「 チャレンジが歴史を作る 」 神戸新聞 正平調 2023.4.25.より  

経済の疲弊・老化が進む中 戦争の危機 物価高・生活再建 新しい産業の創生・低炭素社会 

数々の課題を抱える日本に 新しい風を吹き込めと 

 
私にもそんな思いがある。かつての高度成長時代 余裕代を排除し、無駄を省き スピード・速攻・コスト低減に 

走り続けた時代。時が過ぎ 気が付けば 何もかも時代遅れとトラブル。硬直しきった時代だったとはっと気が付く。 

問題に直面 議論に行き詰っている専門家だけでの会議に異質の新しい人をすこしいれると、会議が回りだすことを

何度も経験したことがある。今思えばこれが「無」「無駄は無駄ならず」と。  

また、マニュアルだけでは動かぬ機械・組織 工人たちがそっと忍び込ました「運用」の知恵が難局を突破する 

目にはみえないが、先人たちが腕で覚えた知恵・余裕代。それが「雑」かと・・ 

「想定外」「コスト・コスト & 競争・競争」で残ったのは累々とした残骸と「想定外」の言葉 

もう「想定外」の言葉で逃げるのをやめ、「雑」「無駄は無駄ならず」と。 

         2023.4.25. From Kobe  



  ■  心に響いた言葉  失敗には「よい失敗」と「悪い失敗」がある   よい失敗に最大のエール!!    

 

 

日本国産のロケット国産化開発が民間ロケットの月面着陸失敗につづき、国産大型ロケットH3の打ち上げに 

失敗し、日本のロケット技術に暗雲。でも パイオニアには失敗はつきもの。 

「さらなるチャレンジが歴史を作り、大型ロケット国産化の道を開く」良い失敗にエールを送る 

いま日本はポストコロナの大変革の時代  何事にもあくなき挑戦なくして目的は達しえない。 

良い失敗にめげず、あくなき再挑戦の心意気 失敗にめげずに頑張ってほしいとの応援歌     

経済の疲弊・老化が進む減殺の日本 戦争の危機 物価高・生活再建 新しい産業の創生・低炭素社会 

数々の課題克服に新しい風を吹き込めと     



収録4.     対話型AI  使うと「便利」ですが、「質」はどうか  まだまだ判断力が問われます  

《 4月の新聞記事より 》 

「 チャットボット  判断に知識はあっても  

感情や知恵のないAIのあやうさ 」 

 何でもかんでも 考えずに すぐ飛びつく日本 

４月２５日毎日新聞朝刊に掲載されたAI相談の警鐘事例 

AIに相談したら「天国で生きよ・・・・・」と 

 

 

 

 2023.4.25. 毎日新聞朝刊記事より 



  

時折 googleの検索サイトに話しかけると 面白い回答が帰ってくるので、遊んでいる状況の中で、 

耳にした「対話型AI チャットボットやチャットGPT」ブーム 

私の頭もまだ整理もついていないのですが、日本のあちこちで、この対話型 AI を取り込んで、ビジネスや行政処理

等々に役立てるという素早い反応に面食らっています。  

取り入れる側の意識も歯止めの準備もないままに 受け入れてよいものなのでしょうか‥‥  

TVや企業・政治家そして行政までも取り入れるとの発言が毎日。 

一方 最近の日本の世相は即物的・拡大解釈・偽情報の横行。 

真偽をたしかめぬ無防備のままでAIを使わないと取り残されるとの風潮。  

歯止めもなにもなしで拡散してゆく日本の世相。またか・・・・と。 

確かにインターネットの検索に語り掛ければ、すごい量の情報を提供してくれ、特定の目的には便利で効率的な処理と

して なくてはならぬ存在であるともいえる。その進化はめざましく、その先がこのチャットポットなのだろう。 

将棋の藤井翔太さんのすごい躍進もAI研究の賜物といわれる。 

でも そこには藤井さんのAI研究と藤井さん自身の知恵と判断が詰まっていることを忘れてはならない。 

機械的判断・マニュアル判断に基づく判断の怖さは「想定外」との言葉と共に、いやというほど目に焼き付いている。 

「一強だけが生き残れる」とは かぎらない。 

数々の難局に直面した人類がスクラム組んで、知恵を駆使して、いくつもの判断と道具等々をあみだして 

 今に命を繋いできたことを忘れてはならぬ。 

「相手をおもんばかる心と表情」これが人と人の連携を通じ、知恵・判断・道具を生み、 

時として表に見えぬ心を判断・知恵の元にもしてきた人類の歩んできた道。 

表情・感情のない機械にすべてをゆだねるのはマッピラとの思いもある。 

同じ４月２５日は哲学者鷲田先生の神戸新聞掲載のエッセー「汀にて」も「雑談の効用 -新たな発想のきっかけに-」

にも 一つの筋書きにこりかたまらぬ事の大切さが記されている。 

また、JR福知山線尼崎での大事故が発生した日でもある。その教訓を忘れてはならぬ日でもありました。 

数々の難題を抱える今の日本 厳しい時代に一つの事に凝り固まらぬ多様な考え方。 

そしてスピード一辺倒の社会からの脱却へ 頭を巡らしたい。 

今ほど身近に感じる戦争の危機・生活の再建 そしてひしひしと迫る老化との闘い 

「武器を持たずに平和な暮らしの道」を先に考えるか 「武器を持たないと平和を勝ち取れない」と考えるか・・・・

評価のわかれる課題に AIはどうこたえてくれるのでしょうか… 親身になって答えてくれるのでしょうか… 

やっぱり 顔がみたいなぁ・・・ 顔が見えないと任せてよいのか気になるところです。   

勝手なことをまた ふむ ふむ ふむと。    

 2023.4.25. Mutsu Nakanishi  From Kobe   

【参考】 神戸新聞日曜版  2023.5.7.  週間まなび 「ニュース なぜなぜ」より 

注目されるチャットGPT    AIが人間と自然な質疑応答 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0505ChatGPT.pdf  

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0505ChatGPT.pdf


【参考】神戸新聞日曜版  2023.5.7.  週間まなび 「ニュース なぜなぜ」より     

注目されるチャットGPT    AIが人間と自然な質疑応答             

私には今一番知りたいことのわかりやすいチャットGPTの効用と課題の解説でした 

 



収録5. 文珍さんの落語見聞録 「花粉症で 紙パンツ デビュー」2023.4.20. 

 
花粉症 私も持っていますが、花粉症の薬から下痢とは・・・初めて知りました 

    落語「ミステリーパンツ」温泉旅行の大浴場の脱衣場のはなし 笑っちゃいましたが、経験あり。  

ある ある ある です。 

 私は今春 マスクのおかげか きつい花粉症は出なくて、ラッキーでした。  

また ４月下旬 黄砂と夜半の霧雨が重なって、明石大橋が霞の中に  でも東の須磨海岸はくっきりと 

    春 こんなに明石海峡だけが靄るのを眺めるのは初めてでした。        

   

 2023.4.20.午後 旗振り山より 黄砂が到来した日  

明石大橋がこんなにもやっているのに須磨の海はくっきりと  


